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戦後７５年の茶業。

これからどこに行く⁈

静岡県立大学 茶学総合研究センター
中村順行

⇔ 実生茶園 ⇔ 栄養繁殖茶園 ⇔   ？
⇔ 手摘み ⇔ 手ばさみ ⇔ 可搬型 ⇔ 乗用型 ⇔ ？
⇔ 手揉み ⇔ 6貫機 ⇔ 背面粗揉機 ⇔ ２４０ｋ機 ⇔ ？
⇔   各種地方茶 ⇔ 輸出用茶 ⇔ 煎茶 (ＲＴＤ) ⇔ ?
⇔ 自給肥料 ⇔ 化学肥料 ⇔ 多施肥 ⇔ 効率施肥 ⇔ ？
⇔ 天然素材 ⇔ 化学合成薬剤 ⇔ 広スペクトル薬剤 ⇔ 狭スペクトル薬剤⇔ＩＰＭ(総合防除

栄養繁殖生産方式に
よるイノベーション

技術の断絶

機械開発による
イノベーション

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

簡便化に対する
イノベーション
（健康食ブーム
ドリンクの急増）

緑茶の需給とイノベーションの推移

平成バブルの崩壊
（１９９０）

第二次世界大戦後の日本茶業

・第二次大戦後、アメリカの援助物資の見返りとして茶
が選択される。
・紅茶生産圏の大戦後の生産復旧の遅れに目をつけ、
紅茶市 場への進出や、北アフリカ向けの蒸し製玉緑茶
の生産に特化し、昭和 27（1952）年には、1 万トンの輸
出のうち3 分の2 が北アフリカに向けて輸出される。
・戦後の疲弊した茶産業が息を吹き返し、最盛期には
15,000トンを超える輸出
・中国茶の進出、円高により、国際競争力を失う

・1955(昭30) 年代には、高度経済成長が始まり、1975(昭 35)
年には国民一人当たりの 年間茶葉消費量が 1㎏を突破。
・国内の急激な緑茶消費量の伸びに、国内の茶生産量が追
いつかず価格が高騰したため、同年、緑茶の輸入自由化が
開始された。
・1966(昭41) 年には茶の輸入量が輸出量を上回り、日本は
ついに茶輸出国から輸入国へと転身した。

緑茶消費量

緑茶消費量
の推移

戦後の茶業

輸出の再開

輸入の増加

戦後の茶業
・国内景気の好況化、消費の激増
・品種の導入(地方茶の消滅)
・摘採製造機械の大型化(煎茶一辺倒化)

品種茶の導入による収量・品質
の向上

優良品種の育成と普及

挿木繁殖茶園による生産性の向上

在来茶園

実生による在来茶園から優良品種の育成と挿木による栄養繁殖茶園
にすることで収量性・品質の向上が果たされた
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やぶきた 在来種

やぶきた
普及率(%)

品種化率(%)

煎茶

玉露

てん茶

全国茶品評会(第4回～30回)における茶種別出品茶の推移

煎茶
玉露

てん茶

やぶきた普及による品質の向上

茶の栽培面積と品種化率の推移

優良品種の普及

各茶主要品種数

1953(昭28)年に農林登録品種ができて以来、品
種は収量及び品質の向上に大きく貢献してきた

☆摘採期の集中化

×摘採の遅れによる品質低下,×製茶施設への
過剰な投資, ×規模拡大が図りにくい

☆病害虫の多発化

×主要病害虫への耐性弱(安心・安全への投資大)

☆品質の画一化

×茶の香味の多様性が少ない(新香味に対する保
守性)

☆茶業界の硬直化

×改革意欲(新技術、新商品)の欠如, ×嗜好の
多様化に逆行

品種の割合

やぶきた偏重化の弊害



2

　奨励品種選定の時代的推移

年代 時代背景 選定の目的 選定品種

昭10年代
輸出の拡充強
化

栄養系品種の増殖による多収
量化、高品質化

やぶきた、こやにし、
ろくろう等

昭30年代前半
輸出再興、国
内需要へ移行

紅茶用品種の採用
べにほまれ、からべ
に、ただにしき

昭30年代後半
景気高騰、洋
食化

洋食に対応した品種の採用
ふじみどり、べにふ
じ、はつもみじ

昭40年代
国内需要の急
増、製茶機械
の大型化

多収性、早晩性品種、高品質
化

くらさわ、かなやみど
り、おおいわせ

昭50、60年代
需要の硬直
化、凍霜害の
多発

耐寒性品種の採用
さやまかおり、おくひ
かり

平成時代
バブルの崩
壊、多様化

香味に特徴ある品種の採用 香駿、つゆひかり

静岡県奨励品種選定の時代的推移

摘採は手摘みから可搬型摘採機を経て乗用型機械に変わり、著しく摘
採能率を向上してきた

手摘み

可搬型摘採機

乗用型摘採機

摘採方法の変化

重機による新植・改植

優良品種の挿し木による大量増殖

10製造は手揉みから機械化され、徐々に投入量を増加させるとともに最
近ではコンピュータ制御による自動化に技術革新したことで、日本独
自の生産加工技術を確立し、品質の高位平準化に貢献してきた

手揉み 機械揉み

機械揉み
製造方法の変化

主要茶産地における農業生産収入に占める茶業の比率

静岡市 46.3 沼津市 23.3 12.7 相良町 70.1
清水市 32.0 榛原町 73.3
蒲原町 0.0 富士宮市 5.6
由比町 1.8 芝川町 10.1 島田市 59.0

金谷町 83.5
浜松市 3.0 富士市 38.9 川根町 90.0
天竜市 46.8 富士川町 7.2
浜北市 2.1 中川根町 92.1
龍山村 78.5 藤枝市 42.6 本川根町 88.5
佐久間町 59.8 岡部町 51.0
水窪町 44.3 磐田市 27.1
舞阪町 0.0 菊川町 68.6 竜洋町 0.1
雄踏町 0.0 小笠町 37.3 豊田町 9.5
細江町 3.8 豊岡村 5.9
引佐町 2.3 掛川市 58.8 福田町 0.0
三ケ日町 0.0 大東町 24.0
春野町 25.3 大須賀町 16.7 袋井市 26.6

浅羽町 6.9

57.6

菊川市 37.7

掛川市 18.6

藤枝市 13.0

袋井市

12.8

1.4

1.6

42.4

静岡市

浜松市

富士宮市

島田市

牧之原市 35.9

富士市 19.1

磐田市 14.4

11.1

川根本町

平成26年平成5年 平成26年 平成5年 平成26年 平成5年

現在の生活の中では
お茶を飲む風景も激変しています
⇒ 生産されるお茶も変わります

番茶 ⇒ せん茶 ⇒ 茶素材

緑茶消費方法の推移
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消費者の茶の購入金額は堅調

昭和30～40年代に全国に煎茶が普及。昭和50年代は作れば儲かってい
た時代

緑茶缶ドリ
ンク急増
(1992)
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ウーロン茶

紅茶

その他

番茶

RTD

粉末茶

せん茶

覆い茶

茶業の推移

煎茶 １０ｇ ４３０ｍｌ 食品標準成分表

番茶 １５ｇ ６５０ｍｌ 食品標準成分表

粉末茶 ３ｇ ２００ｍｌ 中村推定

RTD １ｇ １００ｍｌ 茶業中央会推定

紅茶 ５ｇ ３６０ｍｌ 食品標準成分表

ウーロン茶 １５ｇ ６５０ｍｌ 食品標準成分表

茶類の飲用量の推移

各種茶の消費量を、主に食品標
準成分表に基づき、中村が試算

せん茶とＲＴＤ の消費量の推移(中村推定）

静岡茶市場の取扱量の推移(一番茶)

静岡茶市場の取扱量の推移 (静岡茶市場HPより引用)

18

多極化

スーパー大健闘
小売店苦戦

通販拡大

対面販売から消費者
の選択購入に移行

パッケージや説明文章で
勝負、ブランディング

お茶は多くの茶商品の中からパッケー
ジや価格で購入される

購入先にも大きな変化が
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静岡と鹿児島!!
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図 一戸当たり茶生産規模の推移
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伸びている茶種もある

かぶせ茶の生産量の推移

番茶の生産量の推移
輸出茶の推移

抹茶の生産量の推移(桑原推定)

ティーバッグ販売量の推移

急須いらず
の簡便化

簡便化、食
品素材、機
能性など

日本茶の
認知

時代の要求に応じて生産量が増大

RTD

素材

日本茶業の経済的試算

（中村試算：赤字は平成6年）

飲料製造

販 売

茶生産

茶類卸売業
4580億円(平26)
9751億円(平 6) 

生葉 635億円(令元年)

荒茶 335億円(令元)

生葉1049億円(平5)

荒茶 375億円(平5)

仕上茶出荷額
1347億円(平26)

3368億円(平 6)

ティーバッグ 250億円

R&T出荷額
茶系合計

9665 億円(平30)

36億円(平6)

お茶屋さん
(茶類小売業)

茶素材販売額
600億円？

お菓子屋さん
流通・製茶

茶関連機械業 100億円？1000億円？

取り込み加速

輸出量

５,２７４ｔ(令2)
311t(平6)

これからのお茶は？

要因 １ (人口の減少)

・人口の減少 ⇒ 消費者の自然減

・高齢者層の増加 ⇒ 淡白化、健康意識化、低カフェイン

・アフリカ、アジア人口の急増 ⇒ 消費量の増大

要因 ２ (世帯も少人数化)

☆大型(大量)から小型化(少量)に
☆単身世帯も増加 個食化

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCPCe36e3-MgCFcODpgod7xAAiA&url=http://www.ishida-chaya.jp/?pid%3D26035406&bvm=bv.106674449,d.dGY&psig=AFQjCNF3MEtV-EBccHOcLvEgqTzj-BwUkg&ust=1446783554340913
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCJmEgJW6-MgCFecbpgoddw0HoA&url=http://old.nissyoku.co.jp/Contents/urn/newsml/nissyoku.co.jp/20100421/IGUCHI20100420081949105/1&psig=AFQjCNFw31iHAANfwXZRtyHIM6LCiXjwrA&ust=1446784431022737
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCK-Q17e6-MgCFcUnpgodCu0DAw&url=http://r290.at.webry.info/200806/article_26.html&psig=AFQjCNGEzlcU4UaWatr7RKBRBNE19k7xYQ&ust=1446784496056646
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCNrS_YS7-MgCFYErpgod92cEog&url=http://item.rakuten.co.jp/itohkyuemon/10003449/&psig=AFQjCNEGJDhv5kHFTYxy9bl985QnSiP0uA&ust=1446784649053673
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCNHgiea7-MgCFWSupgodK_QIEA&url=http://co-trip.jp/article/7859&psig=AFQjCNFUcpsyElMeCN7J2Gm0Et3ZRPtF5g&ust=1446784824799365
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要因 ３ (共働きの増加)

☆ ゆっくりと食事を創る時間の減少
☆ 惣菜、外食文化 通販、ネットショップの増加

社会構造の変化
Keyword；グローバル化、高度情報

通信社会、少子高齢化、サービス

産業社会化、人口減少

需要・供給構造の変化
Keyword；自然健康志向、価値観・

生活様式の多様化、女性の社会

進出化、

環境保全の強化
keyword；温暖化、低炭素社会化、

SDGs,自然循環機能重視型

茶業の今後の展開を考える上での重要要因

消費者の減少、ス
トレス社会、情報
化社会

多様化社会、小世
帯化社会、惣菜社
会、健康願望社会

省エネルギー、自
然保護社会

来るべき社会は？

これからのお茶に期待されるものは？

お茶は冷蔵庫から
(ライバルは麦茶、ミネラルウオーター)

喉の渇きを満たすだけなら水でも良い
心の渇きを癒すためにはお茶が良い

生活を豊かに
するお茶

健康

体に良い

こころ

Happy

現状

簡便・飲料化
するお茶

簡便化
体の健康補助にはサプリでも事足りるが
それでHappyになれますか？

・トクホ
・機能性表示
・機能性強化茶

こだわりのお茶
・愉しみ、・差別化、・希少性、
・機能性、・高級化、・ストーリー

性 など、

簡便化
淹れ方

道具無し

道具有り

さて、次世代のお茶と茶器は

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiSs8SA9KHMAhXCFZQKHX94C9UQjRwIBw&url=http://www.wanogakkou.com/culture/010000/010100_motto.html&psig=AFQjCNGARKy5R4dU3FIGePCOs0EeDvSbeg&ust=1461401139578614
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiO64qQorrMAhWl2aYKHb7kD4MQjRwIBw&url=http://xn--eckiy5dr4a6gqio297b93o.com/category/diet_supplements&psig=AFQjCNFj_M3540KDYgyNgpOj_Inh3_TOXA&ust=1462239780491005

